
CONT ENT S

（ちょっとみちくさ）
　大曲花館地域下袋地区36戸（代表三浦慶彦氏）の皆さんで
約８アールの水田に３年前、花ハスの株を植えて大事に育て
て、今年見事に咲き揃いました。ハスの葉はお盆に供え物を
載せるのに使われています。

主な内容
■新議長・副議長、議会構成� ２～３
■第３回定例会・特別委員会報告� ４～５
■４人の議員が一般質問、委員会審査のあらまし�６～８
■先進地に学ぶ� ９～10
■請願・陳情・意見書� 11
■市民の声、歴史巡り・花巡り� 12

平成25年11月１日
第34号だいせん

DAISEN CITY COUNCIL NEWS

市議会だより

第２回南外地域運動会
　南外地域市民が総参加して９月１日、大運動会が南外小学校
グラウンドで開催されました。つきの木こども園の園児の遊
戯、パラバルーン「リンゴがひとつ」や４歳児かけっこ、５歳
児リレーが行われ、市長や地域の皆さんの前で、一生懸命で、
たのもしい姿を披露してくれました。
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市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市

議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

去
る
10
月
４
日
の
第
４
回
市
議
会

臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
身
に
余
る
光

栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職

責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
と
と
も
に
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
、

変
化
し
て
お
り
ま
す
。
地
方
議
会
の

役
割
が
一
層
重
要
と
な
る
中
、
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会

改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
今
は
、
異
常
気
象
と
も
い
う
べ

き
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、
尊
い

命
も
奪
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

国
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
交
渉
参
加
な
ど
地
方
の
基
幹
産
業

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
課
題

が
、
山
積
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
政
は
合
併
特
例
期
間
の

終
了
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
財
政
状
況

の
悪
化
が
み
こ
ま
れ
ま
す
が
、
市
民

の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
課

題
の
解
決
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
と

対
話
し
な
が
ら
、
施
策
の
実
施
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
大
仙
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

【
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員
】

　

橋
村　
　

誠　
　

佐
藤　

文
子

　

大
野　

忠
夫　
　

渡
邊　

秀
俊

　

高
橋　

敏
英　
　

大
山　

利
吉

　

鎌
田　
　

正　
　

橋
本　

五
郎

【
大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
議
会
議
員
】

　

橋
村　
　

誠　
　

秩
父　

博
樹

　

武
田　
　

隆　
　

小
松　

栄
治

　

佐
藤　

清
吉　
　

児
玉　

裕
一

　

千
葉　
　

健　
　

本
間　

輝
男

【
大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
議
会
議
員
】

　

橋
村　
　

誠　
　

冨
岡　

喜
芳

　

佐
藤　

隆
盛　
　

佐
藤　

育
男

　

小
山　

緑
郎

【
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
】	

	

　

橋
村　
　

誠

【
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
】

　

小
山　

緑
郎　
　

細
谷　

洋
造

【
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
】

　

佐
藤　

芳
雄

【
都
市
計
画
審
議
会
委
員
】

　

高
橋　

幸
晴　
　

千
葉　
　

健

　

古
谷　

武
美

［
◎
代
表　

○
副
代
表
］

大
地
の
会
（
12
人
）

◎
千
葉　
　

健　

○
武
田　
　

隆	

　

大
山　

利
吉　
　

金
谷　

道
男

　

冨
岡　

喜
芳　
　

後
藤　
　

健

　

佐
藤　

育
男　
　

石
塚　
　

柏

　

高
橋　

幸
晴　
　

大
野　

忠
夫

　

本
間　

輝
男　
　

鎌
田　
　

正

新
政
会
（
６
人
）

◎
橋
本　

五
郎　

○
小
松　

栄
治	

○
佐
藤　

清
吉　
　

小
山　

緑
郎

　

茂
木　
　

隆　
　

渡
邊　

秀
俊

だ
い
せ
ん
の
会
（
５
人
）

◎
高
橋　

敏
英　
　

佐
藤　

芳
雄

　

古
谷　

武
美　
　

児
玉　

裕
一

　

橋
村　
　

誠

	

市
民
ク
ラ
ブ
（
２
人
）

◎
佐
藤　

隆
盛　
　

細
谷　

洋
造

日
本
共
産
党
（
２
人
）

◎
佐
藤　

文
子　
　

藤
田　

和
久

公
明
党
（
１
人
）

◎
秩
父　

博
樹

就
任
あ
い
さ
つ

議　長
　橋　村　　　誠

副議長
　冨　岡　喜　芳

　新たな議会の議長、副議長をはじめとする議会構成を決める臨時議会が、去る10月４日、１日
間の日程で開催され、大仙市議会３期目の４年間がスタートしました。本会議では、議長と副議
長の選挙が行われ、単記無記名投票の結果、橋村誠議員26票、佐藤文子議員２票となり、橋村誠
議員が議長に選出されました。また、副議長は、冨岡喜芳議員23票、藤田和久議員２票となり、
冨岡喜芳議員が副議長に選出されました。
　追加提案された議会選出の監査委員として、後藤健議員が選出されました。

改選後の新しい議会がスタートしました

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
人

［
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
］

◎
武　

田　
　
　

隆

○
佐　

藤　

文　

子

　

佐　

藤　

隆　

盛

　

茂　

木　
　
　

隆

　

佐　

藤　

清　

吉

　

高　

橋　

敏　

英

　

千　

葉　
　
　

健

　

大　

山　

利　

吉

会
派
の
構
成
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総務民生企画産業

建設水道 教育福祉

●�総務部、市民部、会計課、監査
委員、選挙管理委員会の所管に
属する事項の審査を行います。

●�企画部、農林商工部及び農業委
員会の所管に属する事項の審査
を行います。

●�建設部、上下水道部（水道局）の所
管に属する事項の審査を行います。

●�健康福祉部、教育委員会及び市
立大曲病院の所管に属する事項
の審査を行います。

常任委員会

　本会議では十分に審議し、かつ、能率的に処理することが、困難になっていく傾向に対応して、議案の調査・
審議に万全を期し、審議の専門化を図ることを目的とした、各常任委員会の構成は、次のようになりました。

　◎委員長、○副委員長

◎千葉　健
・大地の会
・豊岡

◎高橋幸晴
・大地の会
・太田町小神成

 ◎小山緑郎
・新政会
・豊岡

◎金谷道男
・大地の会
・太田町中里

○佐藤育男
・大地の会

・長野

○古谷武美
・だいせんの会
・角間川町

○細谷洋造
・市民クラブ
・神宮寺

○秩父博樹
・公明党
・栗沢

　佐藤隆盛
・市民クラブ
・戸地谷

　冨岡喜芳
・大地の会
・上鴬野

　後藤　健
・大地の会
・刈和野

　佐藤文子
・日本共産党
・四ツ屋

　小松栄治
・新政会
・刈和野

　藤田和久
・日本共産党
・下深井

　石塚　柏
・大地の会
・泉町

　大野忠夫
・大地の会
・神宮寺

　渡邊秀俊
・新政会
・協和船岡

　茂木　隆
・新政会
・協和稲沢

　佐藤芳雄
・だいせんの会
・南外

　鎌田　正
・大地の会
・杉山田

　高橋敏英
・だいせんの会
・大曲西根

　武田　隆
・大地の会
・土川

　児玉裕一
・だいせんの会
・四ツ屋

　橋本五郎
・新政会
・協和上淀川

　本間輝男
・大地の会
・堀見内

　佐藤清吉
・新政会
・南外

　大山利吉
・大地の会
・堀見内

　橋村　誠
・だいせんの会
・内小友
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▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
同
意
）

・
三
浦
廣
咲
氏
（
強
首
＝
再
推
薦
）

・
花
津
谷
環
氏
（
豊
川
＝
再
推
薦
）

・
黒
田
正
明
氏
（
太
田
町
駒
場
＝
再
推
薦
）

・
宇
野
聖
子
氏
（
太
田
町
東
今
泉
＝
再
推
薦
）

▼
大
仙
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

市
営
ね
む
の
き
駐
車
場
を
新
病
院
駐
車
場
と

し
て
一
体
管
理
す
る
た
め
、
新
病
院
に
ね
む
の

き
駐
車
場
を
貸
与
す
る
。
こ
の
た
め
、
条
例
か

ら
ね
む
の
き
駐
車
場
を
廃
止
す
る
も
の
。

▼
平
成
24
年
度
大
仙
市
上
水
道
事
業
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

当
年
度
未
処
理
分
利
益
剰
余
金
２
億
２
，
７

５
７
万
２
，
０
４
６
円
の
う
ち
、
１
億
円
を
減

債
積
立
金
、
１
億
円
を
建
設
改
良
積
立
金
と
し

て
処
分
す
る
た
め
、
議
決
を
得
た
も
の
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
12
億
２
，
０
１
８
万
７

千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
の
総
額

は
４
８
９
億
３
，
２
７
４
万
９
千
円
と
な
る
も

の
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
大
曲
庁
舎
駐
車
場
補

修
費
１
，３
８
９
万
２
千
円
、水
害
対
策
費
（
常

設
ポ
ン
プ
設
置
等
）
４
，
４
２
５
万
９
千
円
、

新
病
院
隣
接
の
市
民
活
動
交
流
拠
点
施
設
整
備

費
６
，
９
９
１
万
５
千
円
、
中
学
校
へ
太
陽
光

パ
ネ
ル
等
導
入
事
業
費
１
，
０
６
７
万
８
千

円
、
高
齢
者
等
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
２
，

０
２
７
万
６
千
円
、
市
道
の
除
排
雪
経
費

８
億
８
，
５
１
６
万
６
千
円
、
市
道
の
改
良
事

業
費
１
，
３
１
４
万
８
千
円
、
豪
雨
に
よ
る
災

害
の
復
旧
費
２
，
０
３
９
万
１
千
円
、
小
中

学
校
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
費
１
，

２
６
０
万
６
千
円
の
増
額
補
正
と
な
っ
て
い

る
。

▼
平
成
25
年
度
大
仙
市
学
校
給
食
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
５
，
０
６
４
万
４
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
特
別
会
計
の
総
額
は

10
億
１
，
０
９
５
万
円
と
な
る
も
の
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
仙
北
・
太
田
地
域
の

認
定
こ
ど
も
園
の
給
食
提
供
に
関
す
る
経
費

１
，
６
７
２
万
８
千
円
、
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
築
工
事
費
等
２
，
０
１
３
万
２
千
円
の

増
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
。

▼
平
成
24
年
度
市
立
大
曲
病
院
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　

病
院
事
業
収
益
９
億
７
，
６
５
８
万
６
，
４

６
４
円
、
病
院
事
業
費
用
９
億
６
，
８
４
２
万

２
，
９
８
７
円
、
収
入
支
出
差
引
８
１
６
万

３
，
４
７
７
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

▼
平
成
24
年
度
大
仙
市
上
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　

営
業
収
益
が
給
水
収
益
の
増
に
よ
り
、
８
億

１
万
２
，
４
４
７
円
と
な
り
、
営
業
費
用
は
６

億
３
，
５
５
５
万
９
７
円
で
、
営
業
利
益
は
１

億
６
，
４
４
６
万
３
，
３
５
０
円
と
な
っ
て
い

る
。

条
例
案
・
単
行
案

人
　
事
　
案

第
３
回
定
例
会
８
月
27
日（
火
）〜
９
月
12
日（
木
）17
日
間

補 

正 

予 

算

決
　
　
算

　

第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
は
８
月
27
日
に
招
集
さ
れ
９
月
12
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
会
議
１
日
目
に
は
人
事
案
４
件
、
条
例
案
３
件
、
単
行
案
４
件
、
補
正
予
算
案
４

件
、
決
算
の
認
定
２
件
が
上
程
さ
れ
、
同
日
に
人
事
案
４
件
を
同
意
と
決
し
ま
し
た
。
本
会
議
２

日
目
に
は
４
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
市
当
局
の
見
解
を
質
し

ま
し
た
。
本
会
議
３
日
目
に
は
、
条
例
案
、
単
行
案
、
補
正
予
算
案
、
決
算
の
認
定
、
陳
情
が
各

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
４
日
目
の
最
終
日
に
は
、提
出
さ
れ
た
議
案
を
い
ず
れ
も
、

原
案
可
決
、
認
定
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
３
回
臨
時
会

　
　

７
月
19
日
（
金
）
１
日
間

  

平
成
25
年
第
３
回
臨
時
会
が
７
月
19
日
に

１
日
間
の
会
期
で
招
集
さ
れ
、
上
程
さ
れ

た
財
産
取
得
１
件
が
原
案
可
決
さ
れ
た
。

▼
財
産
の
取
得

（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

防
災
・
安
全
社
会
資
本

整
備
交
付
金
を
活
用
し
、

除
雪
機
械
１
台
（
西
仙
北

地
域
へ
配
備
）
を
計
１
，

７
３
６
万
８
，
０
５
０
円

で
購
入
す
る
も
の
。

▲新病院へ貸与する、市営ねむのき駐車場

▲補修される市役所大曲庁舎駐車場
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氏　名 職�業 本人が実質的に経営に携わって
いる企業・役職名

冨 岡 喜 芳 農業 農業（経営主）

秩 父 博 樹 会社員

細 谷 洋 造 無職

佐 藤 隆 盛 農業 農業（経営主）

後 藤 　 健 無職

佐 藤 育 男 会社員

石 塚 　 柏 経営コンサ
ルタント業 経営情報システム（経営主）

藤 田 和 久 政党役員

佐 藤 文 子 政党役員

小 山 緑 郎 農業 農業（経営主）

茂 木 　 隆 農業 農業（経営主）

佐 藤 芳 雄 農業 農業（経営主）

古 谷 武 美 会社役員 （株）フルヤモールド（代表取締役）
（有）エフ・エム・デー（代表取締役）

武 田 　 隆 農業 農業（経営主）

氏　名 職�業 本人が実質的に経営に携わって
いる企業・役職名

金 谷 道 男 商業 金谷呉服店（代表）

高 橋 幸 晴 農業 農業（経営主）

大 野 忠 夫 無職

小 松 栄 治 農業・
サービス業 農業（経営主）・不動産賃貸業（経営主）

渡 邊 秀 俊 農業 農業（経営主）

佐 藤 清 吉 会社役員 （有）トウセーエレクトロン（代表取締役）

児 玉 裕 一 農業 農業（経営主）

高 橋 敏 英 会社役員 （有）コスモ（代表取締役）

千 葉 　 健 農業 農業（経営主）・（株）ユーロ秋田（役員）

大 山 利 吉 農業 農業（経営主）

本 間 輝 男 農業 農業（経営主）

鎌 田 　 正 農業 農業（経営主）

橋 本 五 郎 農業 農業（経営主）

橋 村 　 誠 農業 農業（経営主）

　

大
仙
市
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委

員
会
（
委
員
長
藤
井
春
雄
）
は
第
３
回
市
議
会

定
例
会
で
、
最
終
報
告
と
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及

び
関
連
施
設
」
に
関
す
る
調
査
・
審
査
結
果
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

〈
全
体
事
項
に
つ
い
て
〉

　

平
成
23
年
９
月
か
ら
24
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
各
施
設
に
お
い
て
は
、
指
定
管
理
者
等
の

経
営
改
善
に
向
け
た
様
々
な
取
組
を
評
価
す
る
。

　

し
か
し
、
必
ず
し
も
経
営
の
改
善
に
結
び
つ

い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

市
当
局
に
お
い
て
も
、
指
定
管
理
者
等
と
連

携
を
密
に
し
て
常
に
適
切
な
助
言
、
指
導
が
出

来
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

全
体
総
括
と
し
て
、
次
の
４
項
目
に
つ
い

て
、
特
別
委
員
会
と
し
て
意
見
を
付
す
も
の
で

あ
る
。

一　

指
定
管
理
料
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
指

　

定
管
理
を
受
け
る
側
の
適
正
な
利
潤
も
考
慮

　

に
入
れ
な
が
ら
、
明
確
な
根
拠
に
基
づ
い
て

　

精
算
さ
れ
た
い
。

一	　

太
田
町
生
活
リ
ゾ
ー
ト
（
株
）
の
資
本
金

の
減
額
に
つ
い
て
、早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

一	　

公
共
施
設
は
、
利
用
者
に
い
か
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
か
が
大
事
で
あ
り
、
市
当
局
及
び

指
定
管
理
者
は
、
施
設
設
備
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
の
み
な
ら
ず
、
人
づ
く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
の
充
実
に
是
非
と
も
努
力
さ
れ
た
い
。

一	　

道
の
駅
な
か
せ
ん
の
米
菓
部
門
に
つ
い

て
、
恒
常
的
な
赤
字
を
解
消
す
べ
く
、
さ
ら

な
る
経
営
改
革
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
関
連
施
設
に
つ
い
て
）　

　

中
仙
八
乙
女
球
場
、
協
和
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
、
太
田
球
場
等
、
大
曲
体
育
館
等
、
大
曲

総
合
公
園
野
球
場
等
、
南
外
体
育
館
等
、
西
仙

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
、
仙
北
ふ
れ
あ
い
体

育
館
等
、
神
岡
野
球
場
等
、９
の
施
設
の
調
査
・

審
査
を
行
い
ま
し
た
。内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

①
野
球
場
施
設
の
掲
示
板
の
改
修
（
Ｓ
Ｂ
Ｏ
表

示
変
更
）
が
、
ど
の
施
設
も
対
応
で
き
て
い
な

い
。
公
式
試
合
等
の
招
致
の
た
め
に
は
必
要
で

あ
り
、
市
当
局
と
協
議
の
上
、
優
先
順
位
に
基

づ
い
て
速
や
か
に
着
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
老
朽
化
に
よ
り
大
規
模
な

改
修
が
必
要
な
施
設
。
ま
た
、
駐
車
場
の
不
足

に
つ
い
て
、
市
当
局
と
協
議
の
上
、
年
次
計
画

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
施
設
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
旧
市
町
村
の

条
例
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
状
況
で
、

各
施
設
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。体
育
館
に
限
ら
ず
、

他
の
施
設
に
つ
い
て
も
早
急
に
統
一
す
る
方
向

で
検
討
願
い
た
い
。

④
市
当
局
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
指
定
管
理
団
体
）

が
行
う
べ
き
業
務
の
す
み
分
け
に
つ
い
て
十
分

検
討
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
指
定
管
理
者
と

な
っ
た
法
人
に
対
し
て
は
、
市
当
局
が
、
そ
の

運
営
、
管
理
等
に
関
し
て
積
極
的
な
指
導
・
育

成
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
仙
市
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会　
最
終
報
告

▲最終報告書を議長へ提出する
特別委員会委員

大仙市議会議員政治倫理条例　関係私企業の公表
「大仙市議会議員政治倫理条例」に基づき、議員から関係私企業等の届出がありましたので、その概要を報告しま
す。就業報告書（役職となっている団体等の名称等を記載）は閲覧することができますので、議会事務局に申し出く
ださい。なお、下記の届出書は10月１日現在のものを議席番号順に掲載しております。
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質
問　

大
仙
市
は
「
職
員
の

公
益
通
報
に
関
す
る
要
綱
」
を

定
め
て
い
る
が
ど
の
様
な
目
的

で
定
め
た
の
か
。

　

市
長　

職
員
が
公
正
な
行
政

執
行
が
損
な
わ
れ
る
と
通
報
し

た
場
合
に
、
そ
の
公
益
通
報
を

し
た
職
員
の
保
護
を
図
る
こ
と

と
、
公
正
な
市
政
に
す
る
為
に

定
め
た
も
の
で
あ
る
。

質
問
問　

そ
れ
と
は
別
に
「
職

員
の
倫
理
規
定
」
や
「
外
部
の

者
か
ら
の
要
請
等
へ
の
組
織
的

な
対
応
指
針
」
へ
の
対
応
は
ど

う
か
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
年
末
年
始

や
選
挙
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て

綱
紀
粛
正
を
求
め
、
新
規
採
用

時
に
お
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

公
務
員
倫
理
を
明
示
し
て
い

る
。
資
質
の
向
上
を
図
る
為
に

「
倫
理
規
定
」
を
制
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
暴
力

団
等
不
当
な
要
求
が
あ
っ
た
場

合
に
は
「
市
民
の
声
管
理
運
営

規
定
」
で
対
応
し
て
い
る
。

　

質
問　

市
で
は
「
職
員
の
公

益
通
報
に
関
す
る
要
綱
」
を
条

例
化
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

市
長　
「
公
益
通
報
」
の
条

例
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に

　

つ
い
て

　

質
問　

高
齢
化
社
会
の
到

来
、
経
済
の
低
成
長
時
代
に

あ
っ
て
、
都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
し
て
行
く
と
い
う
考
え
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

大
型
商
業
施
設
や
公

共
施
設
の
郊
外
建
設
の
抑
制
、

交
通
手
段
は
自
転
車
や
徒
歩
の

重
視
、集
合
住
宅
の
整
備
で「
街

な
か
居
住
」
の
推
進
を
図
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

質
問　

都
市
計
画
の
用
途
指

定
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
都

市
の
拡
大
と
い
う
考
え
が
残
っ

て
お
り
、
郊
外
に
若
い
世
帯
の

住
宅
、
街
な
か
は
空
き
家
が
増

え
て
い
る
。
人
口
に
占
め
る
学

童
の
割
合
を
見
る
と
大
曲
上
大

町
が
12
人
の
２
・
７
％
、
花
館

中
町
が
６
人
の
２
・
２
％
。
反

対
に
住
吉
町
は
41
名
の
５・８
％

花
館
幸
町
は
65
名
の
７・８
％

と
大
き
く
偏
在
し
て
い
る
。
新

興
住
宅
団
地
を
造
る
こ
と
が
若

い
世
代
の
住
宅
を
偏
在
さ
せ
市

街
地
に
は
一
層
若
い
世
代
が
い

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

都
市
計
画
用
途
地

域
は
平
成
７
年
に
７
２
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
７
６
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
確
か
に
拡
大
し
て
い
る
。

用
途
区
域
の
指
定
だ
け
で
は
住

宅
の
誘
導
は
困
難
な
た
め
、
福

田
町
・
幸
町
に
つ
い
て
は
、
優

良
な
宅
地
形
成
に
努
め
て
い

る
。

　

質
問　

今
後
、
農
地
を
宅
地

化
す
る
の
で
は
な
く
、
空
家
の

目
立
つ
市
街
地
に
建
築
さ
れ
る

様
に
、
誘
導
策
を
講
ず
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

市
長　

住
宅
は
、
ど
の
用

途
区
域
内
の
農
地
で
も
工
業
専

用
地
域
以
外
、
建
設
が
可
能
で

あ
り
現
行
で
は
住
宅
の
市
街
地

へ
の
誘
導
は
困
難
で
あ
る
。
市

街
地
に
住
宅
を
誘
導
す
る
為
に

は
、
空
き
家
対
策
な
ど
住
環
境

整
備
や
未
利
用
地
の
活
用
な
ど

か
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
石
塚
議
員
は
、
こ
の
他
、「
こ

ど
も
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

　

質
問　

昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
代
に
か
け
て
施
工
さ
れ
た
柵

溝
や
用
排
水
路
な
ど
、
破
損
箇

所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
新

設
も
大
切
だ
が
、
維
持
管
理
に

も
重
点
的
に
予
算
措
置
し
て
い

く
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　

市
長　

現
在
で
は
、
農
地
の

集
水
機
能
を
兼
ね
備
え
た
「
排

水
フ
リ
ュ
ー
ム
」
Ｕ
字
溝
を
使

用
し
て
い
る
が
、
当
時
の
ア
ー

ム
柵
溝
と
呼
ば
れ
る
工
法
は
、

年
数
の
経
過
と
と
も
に
、
劣
化

や
土
圧
な
ど
に
よ
り
支
柱
が
破

損
し
、
水
路
機
能
が
低
下
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
市
単
独

で
は
農
業
施
設
の
小
規
模
な

修
繕
や
改
良
に
対
す
る
助
成
制

度
を
設
け
て
「
既
存
の
施
設
を

活
か
す
」
施
策
も
鋭
意
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
費
用
が
嵩
む
施

設
に
あ
っ
て
は
、
土
地
改
良
区

等
の
実
施
主
体
が
事
業
費
の
３

割
相
当
を
積
み
立
て
し
た
こ
と

で
、
国
、
県
、
市
の
補
助
を
受

け
て
「
土
地
改
良
施
設
維
持
管

理
適
正
化
事
業
」
を
推
進
し
て

い
る
。
加
え
て
、
農
業
体
質
強

化
基
盤
整
備
促
進
事
業
で
は
、

水
路
や
揚
水
機
な
ど
の
長
寿
命

化
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
既

存
施
設
の
長
寿
命
化
の
支
援
を

継
続
し
、
農
業
施
設
の
整
備
と

機
能
維
持
に
努
め
て
い
く
。

　

質
問　

砂
利
道
や
未
補
修
道

路
な
ど
、
住
民
か
ら
の
要
望
が

多
い
生
活
道
路
の
舗
装
に
つ
い

て
は
、
年
次
計
画
を
立
て
て
、

集
中
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
い
か
が
か
。

　

市
長　

現
在
の
市
道
未
舗
装

延
長
は
１
，
５
２
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
こ
の
内
、
生
活
道
路

で
の
未
舗
装
が
36
路
線
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
あ
る
と
把
握
し
て

い
る
。
生
活
道
路
の
舗
装
に
つ

い
て
は
、
現
道
舗
装
を
原
則
と

し
て
い
る
が
、
除
雪
な
ど
の

対
応
も
あ
る
の
で
、
優
先
的

に
整
備
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
簡
易
な
方
法
の
防
塵
舗
装

等
、
市
民
の
要
望
に
早
く
応
え

る
よ
う
、
各
支
所
で
創
意
工
夫

を
図
る
よ
う
指
示
し
て
い
る

し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
か

た
ち
で
の
早
め
の
整
備
を
進
め

て
い
く
。
全
国
的
に
も
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
本

年
度
は
「
橋
梁
長
寿
命
化
計

画
」
と
路
面
性
状
調
査
に
基
づ

く
「
舗
装
修
繕
計
画
」
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、

こ
う
し
た
計
画
に
基
づ
き
、
橋

り
ょ
う
や
舗
装
の
維
持
修
繕
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
く
が
、
緊

急
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
随
時
対

応
を
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

４
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り

市
当
局
の
見
解
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
Ｑ�　
今
、
全
国
で
「
公
正
な
職
務
執
行
の
確
保
」
に

つ
い
て
条
例
化
の
動
き
が
あ
る
が
、
大
仙
市
で
は

ど
う
か

　
Ｑ　
農
業
土
木
等
の

　
　
　
　
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

大地の会

石塚　柏 議員

新政会

小山緑郎  議員

　
Ａ�　
現
在
の
「
公
益
通
報
に
関
す
る
要
綱
」
は
一
事

業
所
内
の
規
定
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
、
指
定
管

理
者
や
市
民
に
拡
大
し
て
条
例
の
策
定
に
取
り
組

み
た
い

　
Ａ�　
長
寿
命
化
の
支
援
継
続
、
整
備
と
機

能
維
持
に
努
め
て
い
く

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

一般質問

▲応急処置された古い柵溝
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質
問　

仙
北
市
で
発
生
し
た

土
砂
災
害
の
教
訓
と
専
門
家
の

指
摘
を
踏
ま
え
、
災
害
危
険
箇

所
の
再
調
査
、
気
象
情
報
の
伝

達
、
避
難
基
準
の
見
直
し
、
確

実
な
避
難
体
制
の
確
立
な
ど
、

対
策
強
化
が
急
が
れ
る
と
こ
ろ

だ
が
、
地
域
防
災
計
画
に
ど
う

反
映
さ
せ
る
か
、
今
後
の
対
応

を
伺
う
。

　

市
長　
「
こ
れ
ま
で
に
経
験

の
な
い
大
雨
」
に
よ
る
災
害
を

う
け
、
警
戒
避
難
基
準
雨
量
の

見
直
し
が
必
要
か
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。「
特
別
警
報
」
の
運
用
が

始
ま
り
、
市
町
村
の
災
害
対
応

の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
市
民
自
ら
が
直
ち
に
安
全

な
場
所
へ
避
難
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
市
の
土
砂

災
害
に
関
す
る
避
難
基
準
、
避

難
勧
告
、
避
難
指
示
等
具
体
的

な
発
令
基
準
に
つ
い
て
は
、
未

制
定
で
あ
り
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
早
急
に
策
定
す

る
つ
も
り
だ
。
対
策
強
化
に
つ

い
て
は
現
在
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
作
業
に
着
手
し
て
お

り
、
県
と
十
分
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

気
象
や
災
害
情
報
の

迅
速
か
つ
的
確
な
伝
達
と
住
民

へ
の
即
応
体
制
の
強
化
の
点

で
、
地
域
の
自
然
や
住
民
に
熟

知
し
た
職
員
が
ど
れ
だ
け
い
る

の
か
が
鍵
を
握
る
と
考
え
る
。

総
合
防
災
課
は
も
と
よ
り
、
各

支
所
に
地
域
に
明
る
い
防
災
対

策
を
主
な
任
務
と
す
る
職
員
を

配
置
す
る
な
ど
、
人
員
体
制
の

強
化
を
望
む
も
の
で
あ
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

防
災
対
策
職
員
の
人

員
強
化
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

定
期
人
事
異
動
で
各
支
所
に
お

け
る
地
元
出
身
職
員
の
占
め
る

割
合
は
70
％
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
事
情
に
精
通
し
た
職
員
の

配
置
に
つ
い
て
は
十
分
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
災
害
に
対
す

る
即
応
体
制
に
つ
い
て
は
、
災

害
が
発
生
し
、
ま
た
は
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
気
象

状
況
が
予
見
さ
れ
る
場
合
は
国

の
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
や
エ
ム

ネ
ッ
ト
、
県
の
総
合
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
、
様
々

な
情
報
を
収
集
し
、
必
要
に
応

じ
て
専
用
の
携
帯
電
話
に
よ

り
、
各
支
所
の
防
災
担
当
者
へ

連
絡
し
て
い
る
。

※
佐
藤
文
子
議
員
は
、
こ
の
他

「
生
活
保
護
基
準
見
直
し
の
影

響
に
つ
い
て
」、「
消
費
税
増
税

に
対
す
る
市
長
の
見
解
に
つ
い

て
」
の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

　

質
問　

改
正
災
害
対
策
基
本

法
が
成
立
し
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
の
作
成
と
活
用
が
義

務
化
さ
れ
た
が
、
市
の
今
後
の

取
り
組
み
と
方
向
性
を
伺
う
。

　

市
長　

災
害
弱
者
と
し
て
の

登
録
者
は
５
６
６
人
で
、
情
報

開
示
に
同
意
し
て
い
る
方
は

５
０
７
人
で
あ
る
。
市
は
２
年

前
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
民
生
委
員
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
提
供
し
、
災
害
時

に
備
え
て
い
る
。
不
同
意
者
に

は
情
報
を
提
供
し
理
解
を
得
、

整
備
し
て
実
効
性
を
高
め
て
い

く
。
今
般
の
防
災
計
画
の
改
定

を
受
け
、
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
と
し
た
地
震
対
策
や
広
域
的

な
災
害
時
に
お
け
る
後
方
支
援

の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
最
近
の

風
水
害
等
を
踏
ま
え
て
避
難
場

所
や
避
難
所
の
見
直
し
な
ど
、

「
減
災
」
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
全
面
的
な
見
直
し
に
着
手
し

て
い
る
。
災
害
発
生
時
は
、
自

ら
を
守
る
「
自
助
」、
次
に
隣

人
や
自
主
防
災
組
織
、
自
治
会

な
ど
地
区
住
民
に
よ
る
「
共

助
」、
そ
し
て
関
係
機
関
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
「
公

助
」
と
い
う
段
階
で
支
援
が
お

こ
な
わ
れ
る
。
市
で
は
要
援
護

者
の
避
難
対
策
と
し
て
も
、
こ

う
し
た
連
携
が
円
滑
か
つ
迅
速

に
機
能
す
る
よ
う
調
整
を
図

り
、
連
携
を
強
め
て
い
く
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計
の
導
入
を

　

質
問　

若
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
を
充
実
さ
せ
る
「
こ
こ
ろ
の

体
温
計
」
シ
ス
テ
ム
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　

市
長　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
を
活
用
し
て
、
本
人
や
家
族

の
心
の
状
態
を
簡
易
に
認
識
で

き
、
同
時
に
相
談
先
の
案
内
も

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
特
に

若
者
層
に
お
け
る
心
の
病
気
の

早
期
発
見
と
心
の
ケ
ア
に
つ
な

げ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
こ

と
、
市
の
自
殺
予
防
対
策
事
業

の
検
討
資
料
と
し
て
も
活
用
が

で
き
る
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
実
施
の
方

向
で
検
討
す
る
。

　

足
こ
ぎ
車
椅
子
の
導
入
を

　

質
問　

足
こ
ぎ
車
椅
子
の
試

験
導
入
と
、
個
人
購
入
す
る
市

民
へ
の
助
成
制
度
の
創
出
を
。

　

市
長　

足
こ
ぎ
車
椅
子
の
主

な
利
用
者
は
、
半
身
不
随
な
ど

歩
行
困
難
な
方
と
考
え
ら
れ

る
。
介
護
保
険
の
福
祉
用
具
と

し
て
貸
与
が
可
能
、
身
体
障
害

者
の
特
例
装
具
と
し
て
一
部
助

成
が
判
定
で
認
め
ら
れ
る
と
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
有
望
な
福
祉
用
具
と
し
て

機
器
の
普
及
や
利
用
助
成
の
促

進
に
つ
い
て
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

一
般
質
問

４
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り

市
当
局
の
見
解
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
Ｑ　
仙
北
市
土
砂
災
害
の
教
訓
を

　
　
　

�

地
域
防
災
計
画
に
ど
う
反
映
？

　
Ｑ　
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策
は

日本共産党

佐藤文子  議員

公明党

杉沢千恵子  議員

　
Ａ　
具
体
的
発
令
基
準
、

　
　
　
　
　
　
　
早
急
に
策
定
す
る

　
Ａ　
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

　
　
　
の
連
携
を
強
め
て
い
く

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

一般質問
▲国のジェイアラートのイメージ図

▼こころの体温計
　システム

▲足こぎ
　車椅子
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　公職選挙法の一部改正に伴い、さらに公正を期するため、不在者投票において外部立会人を置く場合、日額報酬額
１万700円を定める条例の制定並びに大仙市督促手数料及び延滞金の利率を引き下げる条例の制定については「可決
すべきもの」と決しました。また、補正予算の審査において「空き家条例」で、行政代執行による解体工事は３件実
施されているが、土地の差し押さえを行い、所有者と交渉を続けているが支払いが滞っている。支払い能力が無いと
判断されれば、３年間取立停止の処置を取ることを検討している。また、市内７ヶ所にある旧ごみ処理場の廃止に関
する件について、７ヶ所の基本調査を１～２年かけて概算経費を算出し、その半分程の基金を積立ていく。調査、工
事、廃止手続きまでに５年程かかる見込みである。大曲、中仙の最終処分場は維持費が多額のため、早めに進めたい。
年度内にはスケジュール等を協議する場を設けたいとの当局の答弁がありました。結果、出席議員の一致により「原
案のとおり可決すべきもの」と決しました。
　継続審査となっている請願「下水道の整備に伴う一般廃棄物等の合理化に関する特別措置法」に関して、継続審査
を求める意見、一部採択する意見がありましたが、採決の結果「不採択すべきもの」と決しました。

（委員長　渡邊秀俊　記）

　当委員会に審査付託となりました案件は、補正予算案１件と、陳情１件であり、補正予算案では、「コミュニティ
ＦＭ開局準備経費」について、委員から「運営主体を株式会社ＴＭＯ大曲の予定で進めているようだが、全市を対象
としている事業の性格からして、市全体から出資を募り、より広範囲の方が経営参画できるように、新しい会社を設
立しては。」との質疑があり、当局から「引き受け後のＴＭＯ大曲には、大仙市全域から資金を募り、オール大仙で進めて欲
しいと伝えているし、そのように事業を進めていただけるものと考えている。」との答弁があり、また委員から「いざという
災害時に、各家庭でＦＭラジオを受信できる体制になっていなければ意味がないので、たくさんの方から聞いていただけるよ
うな番組制作の体制について。」の質疑があり、当局から「11月から正社員１名、３月からパート２名を採用し、開局に向け
準備を進めたい。」との答弁があり、次に委員から「当局が作成したものでなく、運営主体が作った実施計画書が必要だ。」と
の質疑に、当局から「ＴＭＯ大曲の臨時株主総会が10月に予定されているため、まだ引受先として決まっていないが、開局
までは公設という部分で、当初予算や補正予算として関わりが出てくるので、引き受け決定後は、計画書を提出いただいて、
予算の議論をお願いしたい。」との答弁があり、審査した結果、原案を可決すべきものと決しました。また陳情「森林吸収源
対策及び地球温暖化対策に関する地方財源確保のための意見書採択」については、採択すべきものと決しました。
	 （委員長　茂木　隆　記）

　当委員会では、単行案１件、補正予算案３件、決算認定１件の審査を行い、単行案、補正予算案については原案可決すべき
ものと決し、決算認定については認定すべきものと決しました。
　補正予算案の審査の中で委員から、「西部学校給食センター整備事業費の特に現場経費が大きな増額になっているが、その
理由は何か。」との質問があり、それに対して当局からは「全国的に工期の長い現場等で入札不調が多くなっている。大仙市
ではこれまで、工事の費用を積算する経費率について、秋田県の率を準
用してきたが、県は今年に入ってから、国土交通省の率を準用すること
にしたため、市としても国土交通省の率を準用することとした。このこ
とにより、現場経費の従来の算定計数は4.83から7.56と改定されたも
のである。現場管理費等においては、長期の工期における経費の掛かり
増しや市場動向等における現状を相対的に計算し、増額をお願いした
い。」との答弁がありました。

（委員長　大山利吉　記）

　当委員会では、条例案１件、単行案１件、補正予算案２件、決算認定１件を審査しました。
　条例案は、市で管理する「ねむのき駐車場」を廃止し、厚生連（仙北組合総合病院）へ貸与するもので、委員から「一般市
民への弊害はないか。」との質疑に、当局からは「定期利用者の７割が病院関係者であるが、新病院開設後は病院から遠い駐
車場へ移動すると伺っているので、スムーズに移行できる。」との答弁がありました。補正予算案では、道路・河川の災害復
旧費や冬の除雪費が主で、委員から「除雪委託の見直しがされるが、全体の除雪経費はどう変わるのか。」との質疑に、当局
からは「合併後の稼働時間の平均である176時間を境に、それ以下であれば、従来よりも除雪費が多くなり、委託業者にとっ
ては、機械の維持費が生まれ、176時間以上になったときは除雪単価が下がり、従来よりも除雪経費が軽減される見通し。」
との答弁がありました。上水道事業の決算審査では、委員から「未収金、過年度未収金が増加傾向にあるが、増やさないよう
な努力をしているか。」との質疑に、当局から「滞納者の生活実態を踏まえた収納対策を講じ、今後さらに充実した体制で未
収金の解消に努力していく。」との答弁がありました。採決の結果、５件すべてを原案可決、認定すべきものと決しました。
	 （委員長　竹原弘治　記）

総務民生常任委員会

企画産業常任委員会

教育福祉常任委員会

建設水道常任委員会

◆
委
員
会
審
査
の
あ
ら
ま
し
◆

西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

イ
メ
ー
ジ
図

◀
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市
民
参
加
条
例
・
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ー
ク
・
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
研
修

　

市
民
の
意
見
を
行
政
に
採
り
入
れ

て
い
る
先
進
事
例
と
し
て
北
海
道
苫

小
牧
市
の
「
市
民
参
加
条
例
」
の
実

情
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
に
地
方
分
権
が
叫
ば
れ

た
こ
と
か
ら
15
年
か
ら
審
議
を
重

ね
、
19
年
に
施
行
さ
れ
た
自
治
基
本

条
例
の
中
で
、
自
治
運
営
の
主
体
は

市
長
、
議
会
、
市
民
の
三
者
と
規
定

し
、
政
策
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る

時
に
は
、
事
前
に
市
民
参
加
手
続
き

を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
参
加

の
対
象
と
し
て
市
政
の
基
本
的
事
項

を
定
め
る
計
画
の
策
定
、
変
更
、
廃

止
、
使
用
料
、
施
設
の
使
用
許
可
、

利
用
方
法
に
関
す
る
事
項
等
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
政
策
を
提
案
す
る
時
は
、

内
容
を
具
体
的
に
ま
と
め
て
、
18
才

以
上
の
市
民
10
人
以
上
の
署
名
と
と

も
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
政
策
の

立
案
に
つ
い
て
市
民
参
加
手
続
き
を

義
務
化
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
21

年
か
ら
施
行
し
、
市
民
の
意
見
を
最

大
限
に
取
り
入
れ
、
条
例
の
制
定
や

計
画
を
進
め
て
行
こ
う
と
、
参
加
条

例
の
制
定
の
意
義
や
内
容
を
み
ん
な

に
分
か
り
易
く
説
明
し
、
市
の
現
状

の
情
報
公
開
も
積
極
的
に
進
め
て
い

る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

残
念
な
こ
と
に
、
そ
れ
に
対
す
る
市

民
の
反
応
が
思
っ
た
ほ
ど
で
は
な
い

現
状
の
報
告
も
あ
り
、
行
政
運
営
に

市
民
の
関
心
を
ど
う
し
た
ら
も
っ
と

強
く
持
っ
て
も
ら
え
る
の
か
、
難
し

さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

太
陽
光
・
風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
資
源
が
枯
渇
せ
ず
、
繰
り
返
し
使

う
こ
と
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
拠
点
、
北
海
道
伊
達
市
の
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
を
視
察

し
、
そ
の
中
で
、
林
業
県
秋
田
で
も

試
行
さ
れ
て
い
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の

製
造
に
関
す
る
取
組
を
中
心
に
研
修

し
ま
し
た
。
平
成
20
年
に
補
助
３
分

の
２
、
総
工
費
３
億
４
千
万
円
の
木

質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
プ
ラ
ン
ト
を
建
設

し
、
公
共
施
設
、
農
業
施
設
、
一
般	

家
庭
へ
の
補
助
金
を
絡
め
た
導
入

に
よ
り
、
当
初
の
目
標
を
ほ
ぼ
達
成

し
、
カ
ラ
松
を
扱
う
林
業
者
に
も
好

評
を
得
て
い
る
が
、
製
造
プ
ラ
ン
ト

を
増
強
し
た
い
が
、
あ
ま
り
に
高
額

の
た
め
足
踏
み
状
態
で
あ
る
こ
と
、

カ
ラ
松
と
杉
材
で
は
製
造
過
程
に
違

い
は
あ
る
も
の
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
を

整
備
し
、
安
い
単
価
で
供
給
で
き
れ

ば
、
森
林
の
有
効
活
用
、
環
境
に
や

さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
り

冬
の
長
い
秋
田
に
是
非
と
も
活
用
し

た
い
事
業
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、

火
災
、
地
震
、
水
害
、
サ
リ
ン
等
化

学
薬
品
の
事
故
へ
の
対
応
な
ど
の
現

状
説
明
を
受
け
、
実
際
に
地
震
の
揺

れ
の
大
き
さ
を
体
験
し
、
災
害
時
の

迅
速
な
対
応
の
必
要
性
の
認
識
を
新

た
に
し
て
参
り
ま
し
た
。

				（
委
員
長　

渡
邊
秀
俊　

記
）

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事
業
・
定
住
促

進
関
連
事
業
・
水
資
源
の
保
全
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て
研
修

　

当
企
画
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、

７
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日

間
、
北
海
道
北
広
島
市
と
ニ
セ
コ
町

へ
行
政
視
察
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

北
広
島
市
で
は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
の
知
名
度
が
低
い
こ
と
か

ら
、
市
が
持
っ
て
い
る
自
然
や
歴

史
、
産
業
、
文
化
、
イ
ベ
ン
ト
、
祭

り
な
ど
、
地
域
の
魅
力
や
特
性
を
積

極
的
に
市
内
外
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
「
訪
ね
て

み
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」「
起
業

し
て
み
た
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
魅
力

あ
ふ
れ
る
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
を

目
指
す
も
の
で
、
展
開
手
法
と
し

て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
で

は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
付
加
価
値
を
つ

け
、
全
国
的
な
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図

り
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
事
業
で
は
、

地
域
情
報
を
よ
り
効
果
的
に
発
信
す

る
仕
組
み
を
体
系
化
す
る
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を

始
め
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
自

分
の
街
に
住
ん
で
い
る
方
が
街
の
こ

と
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
、
こ
れ
か
ら
は

市
民
一
人
ひ
と
り
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン

に
な
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
」

と
話
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
大
仙
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
参
考
と
な
る
も
の

で
し
た
。

　

次
に
、
ニ
セ
コ
町
で
の
定
住
促
進

関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
移
住
前
に

試
験
的
な
体
験
の
場
を
提
供
す
る

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
」
を
北
海

道
移
住
促
進
協
議
会
施
策
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
長
期
滞
在
や
シ
ー
ズ

ン
ス
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
住

宅
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、
町

民
の
民
間
事
業
者
に
協
力
要
請
し
、

集
合
住
宅
の
新
設
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
減
免
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
、
情
報
提

供
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
定
住
増
加
へ
の
施
策
と
し
て
、

地
域
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
情
報
案
内

人
）
事
業
を
実
施
し
、
人
材
育
成
講

座
な
ど
開
設
し
て
お
り
ま
し
た
。
移

住
に
対
す
る
課
題
は
多
く
、
た
と
え

定
住
に
繋
が
ら
な
く
て
も
、
離
れ
た

場
所
か
ら
の
支
援
や
、
地
域
の
活
性

化
に
繋
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
２
つ
目
の
視
察
項
目
で

あ
る
「
水
資
源
の
保
全
に
関
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
水
環
境
保
全
関
係
条

例
や
環
境
基
本
計
画
を
基
に
平
成
23

年
に
「
ニ
セ
コ
町
水
道
水
源
保
護
条

例
」
と
「
ニ
セ
コ
町
地
下
水
保
全
条

例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

道
有
林
等
で
規
制
さ
れ
て
い
る
地
区

以
外
の
地
区
を
規
制
す
る
ニ
セ
コ
町

独
自
の
条
例
で
、
水
道
水
源
保
護
条

例
で
は
、
水
道
水
源
保
護
地
域
内
へ

の
建
物
等
の
設
置
を
規
制
し
、
地
下

水
保
全
条
例
で
は
、
地
下
水
の
大
量

摂
取
を
規
制
し
、
地
下
水
の
枯
渇
、

地
盤
沈
下
等
を
防
ぐ
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
規
制
が
、
観
光
業
を
は

じ
め
産
業
振
興
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
ら

先 

進 

地 

に 

学 

ぶ

◆
総
務
民
生
常
任
委
員
会

◆
企
画
産
業
常
任
委
員
会

伊達市で研修を行う総務民生常任委員

ニセコ町で研修を行う企画産業常任委員
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な
い
の
か
と
い
う
面
も
あ
る
が
、
守

る
べ
き
自
然
は
守
り
、
乱
開
発
を
防

ぎ
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
発
展
を

目
指
し
、
厳
し
い
規
制
が
あ
る
こ
と

が
逆
に
価
値
を
生
む
よ
う
な
環
境
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
の
姿
勢
に
学
ぶ

べ
き
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。	

				（
委
員
長　

茂
木　

隆　

記
）

　

障
が
い
や
発
達
課
題
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
一
貫
し
た
支
援
体
制
の
整

備
・
こ
と
ば
の
ち
か
ら
イ
ベ
ン
ト
事

業
に
つ
い
て
研
修

　

当
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、

去
る
７
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３

日
間
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
並
び
に
松

山
市
へ
行
政
視
察
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

		

新
居
浜
市
で
は
「
障
が
い
や
発
達

課
題
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
一
貫
し
た

支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
研
修

い
た
し
ま
し
た
。
大
仙
市
に
お
い
て

も
発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
を

早
い
段
階
か
ら
の
支
援
に
結
び
つ
け

る
た
め
に
、
乳
幼
児
支
援
連
絡
会
を

設
立
し
、
関
係
機
関
の
専
門
職
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
が
育
児
に
対
し
て
悩
み
を
抱

え
孤
立
し
な
い
よ
う
、
ケ
ー
ス
に
応

じ
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
す

べ
て
の
子
ど
も
に
、
そ
の
持
て
る
能

力
や
可
能
性
を
伸
ば
す
こ
と
の
で
き

る
よ
う
な
適
切
か
つ
効
果
的
な
支
援

を
行
い
、
将
来
の
自
立
と
自
己
表
現

を
目
処
に
、
長
期
的
か
つ
継
続
的
な

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

乳
児
期
か
ら
就
学
前
、
学
齢
期
、
青

年
期
、
そ
し
て
成
人
期
と
成
長
に
応

じ
た
支
援
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
、

子
ど
も
の
生
活
に
応
じ
た
支
援
が
肝

要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
子
ど

も
の
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
保
護

者
、
家
族
に
対
し
寄
り
添
っ
て
、
総

合
的
な
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
あ
る
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

		

松
山
市
で
は
「
こ
と
ば
の
ち
か
ら

イ
ベ
ン
ト
事
業
」
に
つ
い
て
研
修
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
松
山

市
を
代
表
す
る
正
岡
子
規
を
は
じ

め
、
幾
多
の
先
人
た
ち
が
残
し
て
く

れ
た
「
こ
と
ば
文
化
」
を
う
ま
く
融

合
さ
せ
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
が
踏
み

出
せ
る
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
だ

事
業
で
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
の
中
で
、
特
に
小
・
中
学
生
の

「
群
読
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
高
校
生
の

「
俳
句
甲
子
園
」
に
つ
い
て
興
味
深

く
伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
子
ど
も

達
が
授
業
の
中
や
放
課
後
、
友
達
や

仲
間
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
、
そ
れ
を
支
え
る
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
。
こ
の
よ
う
な
大
会
を
毎

年
開
催
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
課
題

は
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
市
内

だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
の
参
加
者
も

増
え
て
お
り
、
市
の
活
性
化
に
も

繋
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。「
こ
と
ば
」
は
時
を
越
え
て

人
々
に
感
動
を
与
え
、
人
と
人
の
心

を
繋
ぐ
た
め
の
大
切
な
道
具
で
も
あ

り
ま
す
。
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
誰
と
で
も
簡
単
に
繋
が
り

す
ぎ
て
し
ま
い
、
人
と
人
と
の
関
わ

り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
現
代
だ
か

ら
こ
そ
、「
こ
と
ば
」
を
見
つ
め
直

す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
今
後
実
施
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
　
（
委
員
長　

大
山
利
吉　

記
）

　

水
洗
化
等
改
造
に
関
す
る
補
助

金
、
あ
ん
し
ん
住
ま
い
づ
く
り
助
成

事
業
等
に
つ
い
て
研
修

　

去
る
７
月
１
日
か
ら
７
月
３
日
ま

で
の
３
日
間
、
北
海
道
富
良
野
市
及

び
北
海
道
岩
見
沢
市
へ
行
政
視
察
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

富
良
野
市
は
北
海
道
の
中
心
に	

位
置
す
る
市
で
す
。
公
共
下
水
道
区

域
内
の
水
洗
化
等
改
造
へ
の
助
成
を

平
成
２
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
現

在
の
水
洗
化
率
は
、95
・
４
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
区
域

外
で
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
対

し
て
も
補
助
制
度
が
あ
り
、
平
成
10

年
か
ら
の
取
組
で
、
３
４
９
件
の
実

績
で
し
た
。
平
成
23
年
度
で
の
観
光

客
の
入
り
込
み
が
１
，
７
２
５
万
人

と
の
こ
と
で
、
観
光
が
主
に
な
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
旅
館
な
ど
の
宿
泊

施
設
か
ら
水
洗
化
を
押
し
進
め
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

実
施
し
な
が
ら
、
現
在
の
状
況
と

な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

平
成
13
年
か
ら
ゴ
ミ
の
分
別
を
14
種

類
と
し
て
お
り
、
市
民
の
環
境
へ
の

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

		

大
仙
市
で
の
水
洗
化
率
は
62
・

６
％
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
研
修
を

参
考
と
し
て
、
水
洗
化
率
の
向
上
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。

　

岩
見
沢
市
は
、
開
基
１
３
０
年
を

迎
え
、
全
国
バ
ラ
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

を
間
近
に
控
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
岩
見
沢
市
で
は
あ
ん
し
ん
住

ま
い
づ
く
り
と
太
陽
光
発
電
施
設
設

置
へ
の
助
成
に
つ
い
て
研
修
を
し

ま
し
た
。
平
成
19
年
度
に
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
、
１
，

５
５
８
件
の
実
績
が
あ
り
、
平
成
21

年
度
か
ら
は
高
齢
者
、
障
害
者
、
幼

児
の
い
る
世
帯
を
優
遇
世
帯
と
し
、

５
％
上
乗
せ
の
限
度
額
と
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
長
の
交
代
な
ど

に
よ
り
、
平
成
26
年
度
で
事
業
を
終

了
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
雪

が
降
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
ま
で
の

申
請
件
数
は
50
件
で
あ
り
ま
し
た
。

両
方
と
も
申
請
か
ら
検
査
ま
で
市
の

建
設
協
会
や
道
の
建
築
士
事
務
所

協
会
へ
、
工
事
費
の
0.4
％
、
上
限

１
万
２
千
円
の
委
託
料
で
事
務
委
託

し
て
お
り
、
市
の
業
務
に
支
障
が
無

い
こ
と
か
ら
、
大
仙
市
と
は
違
っ
た

取
組
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
あ
り
ま
す
が
、
研
修
を
参

考
に
、
水
洗
化
率
の
向
上
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
に
つ
い
て
提
言

し
て
参
り
ま
す
。

			（
委
員
長　

竹
原
弘
治　

記
）

◆
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

◆
建
設
水
道
常
任
委
員
会 新居浜市で研修を行う教育福祉常任委員

岩見沢市で研修を行う建設水道常任委員



11 だいせん市議会だより　平 25.11

７
月

１
日　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
～
３
日
）

　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
～
３
日
）

　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
～
３
日
）

８
日　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
～
10
日
）

　
　
　

岡
山
県
倉
敷
市
議
会
会
派
青
空
市
民
ク
ラ
ブ
行
政
視
察　

来
庁

９
日　

兵
庫
県
姫
路
市
議
会
会
派
創
夢
会
行
政
視
察
来
庁

10
日　

公
明
党
「
会
派
行
政
視
察
」

11
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

新
政
会
・
だ
い
せ
ん
の
会
・
市
民
ク
ラ
ブ
「
会
派
合
同　

行
政
視
察
」（
～
18
日
）

19
日　

第
３
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　

大
仙
市
・
仙
北
市
・
美
郷
町
議
会
議
員
交
流
会

23
日　

第
23
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

24
日　

秋
田
県
議
会
福
祉
環
境
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

26
日　

秋
田
県
南
地
域
市
議
会
議
員
研
修
会

30
日　

市
街
地
再
開
発
事
業
工
事
現
場
の
視
察
及
び
進
捗
状
況　

等
説
明
会

31
日　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

　
　
　

千
葉
県
市
川
市
議
会
会
派
民
主
・
連
合
行
政
視
察
来
庁

　
　
　

岩
手
県
宮
古
市
か
ら
の
災
害
廃
棄
物
受
入
終
了
セ
レ
モ

ニ
ー

８
月

２
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

６
日　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

７
日　

第
24
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

公
明
党
「
会
派
行
政
視
察
」（
～
21
日
）

27
日　

第
３
回
定
例
会
（
第
１
日
）

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

　
　
　

公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会
最
終
報
告
提
出

式

９
月

４
日　

第
３
回
定
例
会
（
第
２
日
）

　
　
　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

５
日　

第
３
回
定
例
会
（
第
３
日
）

　
　
　

議
会
改
革
推
進
会
議

６
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

第
３
回
定
例
会
（
第
４
日
）

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

議
員
互
助
会
並
び
に
議
員
連
盟
総
会　
　
　

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

議
会
の
う
ご
き

摘　　要 件数 金　　　額
弔　意 0件 0円

慶　祝 13件 101,640円

協　賛 8件 126,930円

計 21件 228,570円

12 月定例会日程のお知らせ

　※現時点での予定であり、変更される場合があります。
　　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

議長交際費（７月１日～９月30日）

〈請　願〉
◆「下水道の整備に伴う一般廃棄物等の合理化に関する特別措置法」に関することについて	 【不採択】
　提出者　北楢岡字小路袋　代表　秋田循環資源協同組合理事長　佐々木正光他６名
〈陳　情〉
◆経済と雇用対策強化のため地方財政の充実・強化を求める意見書採択について	 【採択】
　提出者　大曲船場町　連合秋田大曲地域協議会議長　佐々木郁馬
◆森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書採択について	 【採択】
　提出者　新潟県村上市　全国森林環境税創設促進議員連盟会長　板垣一徳
〈意見書〉
○経済と雇用対策強化のため地方財政の充実・強化を求める意見書
○地方税財源の充実確保を求める意見書
○森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書
※	上記意見書は、大仙市議会常任委員会の提案により議決し、内閣総理大臣はじめ各関係大臣に提出しました。

請 願 ・ 陳 情 ・ 意 見 書

用
語
の
解
説

【
自
由
討
議
と
は
…
】

　

議
員
同
士
で
質
問
、
意
見
を
自
由
に
交
わ
し
、
議
会
と
し
て
の
合
意

形
成
を
目
指
す
も
の
。

【
表
決
と
は
…
】

　

議
会
意
思
を
決
定
す
る
た
め
、
議
長
の
要
求
に
よ
っ
て
出
席
議
員
が

問
題
に
対
し
て
賛
成
又
は
反
対
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
。
な
お
、「
採

決
」
は
、
議
長
が
表
決
を
採
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

11月28日（木）本会議第１日（市政報告・議案上程等）
12月９日（月）本会議第２日（一般質問）対面式一問一答方式

10日（火）本会議第３日（一般質問・議案質疑・委員会付託）
11日（水）・12日（木）  常任委員会審査
17日（火）本会議第４日(委員長報告・質疑・討論・表決)

※�33号に掲載の議長交際費の内訳に誤りがありましたので、次のとおり訂正いたし
ます。弔意２件20,000円、慶祝15件122,185円、協賛５件41,000円。（４月１日～
６月30日）
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編
集

/大
仙

市
議

会
報

編
集

委
員

会
　

　
印

刷
／

株
式

会
社

三
森

印
刷

　

収
穫
の
秋
か
ら
、
紅
葉
の
深
ま
る
こ
の

季
節
、
自
然
の
豊
か
さ
と
恵
み
を
感
じ
な

が
ら
も
、
こ
の
冬
は
、
一
昨
年
、
昨
年
の

よ
う
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
な
け
れ
ば
と
願

う
も
の
で
す
。

　

地
域
を
歩
い
て
回
る
と
高
齢
化
社
会
の

深
刻
さ
、
そ
し
て
少
子
化
に
伴
う
、
人
口

減
少
、
そ
れ
に
は
地
域
の
支
え
合
い
強
化

と
協
働
、地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
が
、

一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
の
だ
と
強
く

思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
も
改
選
さ
れ
、
市
民
に
訴
え
た
こ

と
が
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、
市

民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き

ま
す
よ
う
、
新
編
集
委
員
一
同
、
内
容
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
長　

茂　

木　
　
　

隆

市
民
の
声

大仙市の歴史巡り（協和・南外地域） 大　仙　市　の　花　巡　り

　

高
校
の
同
窓
会
10
名
程
で
市
議
会
を
傍
聴

し
た
。
感
想
は
異
口
同
音
「
い
い
体
験
を
し

た
。」

　

感
じ
た
こ
と
を
述
べ
て
み
る
と
…
。

　
「
農
村
部
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
―
市
道
か

ら
離
れ
た
生
活
道
路
の
舗
装
を
優
先
的
に
の

要
望
を
聞
い
て
、
高
齢
者
が
砂
利
道
を
歩
く

姿
を
想
像
し
た
だ
け
で
も
心
苦
し
い
。「
道

路
は
、
つ
く
る
こ
と
か
ら
利
用
す
る
へ
。」

の
答
弁
か
ら
、
舗
装
を
暗
に
約
束
し
た
も
の

と
、
ほ
っ
と
し
た
。

　
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
の
評
価
。」

―
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
む
一
方
で
、
農
地

の
宅
地
化
に
よ
っ
て
新
興
住
宅
が
散
在
し
て

い
る
の
は
確
か
。
核
家
族
化
、
豪
雪
故
に
広

い
宅
地
の
確
保
、
地
価
等
の
問
題
で
、
郊
外

へ
の
拡
散
抑
制
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。「
駅

周
辺
地
域
を
拠
点
に
中
心
街
の
利
便
性
を
図

る
。」
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
計
画
の
概
念

通
り
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
青
森
市
の
巨
大
商
業
施
設
や
富

山
市
の
路
面
電
車
の
そ
れ
と
は
、
違
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。

　

当
市
で
は
、
市
民
待
望
の
病
院
と
他
の
公

共
施
設
を
核
に
し
て
、
ま
ち
な
か
の
利
便
性

を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
既
存
イ
ン
フ
ラ

の
利
用
は
、
地
方
都
市
の
再
生
に
ふ
さ
わ
し

く
も
あ
る
。
市
民
が
元
気
に
な
る
市
政
を
期

待
し
て
い
る
。

横
手
城
南
高
校
同
窓
会
大
曲
支
部

８月31日から９月８日まで、太田中学校で開催した
第21回太田花だんフェア

太田中学校吹奏楽部、太田ジュニアマーチングバンドSproutの演
奏が行われ、花だんフェアに花を添えました。

協和地域小種の大沼
菅江真澄が訪れた当時は「大き
な沼にハス（蓮）の花が一面に
咲き満ちていて、世にかかると
ころあらんやと思いきや」と感嘆
している。また、「ぬま水のにご
りにしまぬ色見せて蓮清けに花
咲にけり」と歌を残している。現
在、沼は干拓され豊かな水田地
帯となっている。

南外地域鎌田の牟呂祢
（ムロネ）の寒泉

下鎌田地区伊藤幸雄さん宅
の前にある牟呂祢の清水は
当時「榁木の根より湧き出
て、好井であることから往来
の人に知られている…。」と
記録されている。基盤整備
事業によって現在は止まって
しまったが、清水の傍らに樹
齢100年を越えるコブシの木
が残っている。

新
編
集
委
員

　

委
員
長　

茂
木　
　

隆

　

副
委
員
長　

細
谷　

洋
造

　

委　
　

員　

秩
父　

博
樹

　
　
　
　
　
　

後
藤　
　

健

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

育
男

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

文
子

　
　
　
　
　
　

古
谷　

武
美

　
　
　
　
　
　

本
間　

輝
男


